
平成２４年度 各郡市の研究活動報告（加茂市） 

会 長 目黒 隆 

副会長  山川 幸治 

評議員  目黒 隆 

１ 研究活動の方針 

(1) 子供や時代の課題から 

加茂市の児童生徒の学力向上に向けて、会員相互の密接な連携の下

に研究と実践を深め、会員の資質向上、授業力の向上を目指す。  

(2) 地域の特性から 

市の教育の充実進展のため、全会員が教科と領域の二つの部会に所

属し、中学校教育研究協議会と一体となって、研究活動を推進する。  

２ 研究活動の実際    

 (1) 研究活動の組織について 

総会、運営委員会（各校の教務主任）と理事会（各校校長）、各教科

領域の正副部長会を置き、それぞれ年間計画に基づき開催し、各部の

活動・予算等について調整等を図る。 

(2) 各組織の活動について 

各教科・領域と養教、事務部会からなり、各部ごとに研修主題を設

定し、研究授業に力を入れ、実技研修会、実技講習会、講演会、事例

研究会等、多様な研修活動を実施している。 

(3) 研究刊行物について 

加茂市教育委員会年１回発刊の「加茂市の学校教育」に加茂市学校教

育研究協議会の研究記録を載せている。 

（4）その他   

  ○教育講演会  

   平成２４年１１月２９日（木）１５：１５～ 会場  加茂文化会館 

演題「発達障がいの子を含め、すべての子が生きる学級づくり」 

講師 明治大学文学部  教授  諸富  祥彦 様 

  ○先進校視察 

次年度の研究発表校が先進校を視察し、自校の研究活動の推進に役

立てる。 

３ 加茂市小教研が関係した研究会     

○加茂市教育委員会指定研究会           

①平成２４年１１月１４日（水）会場：加茂市立加茂南小学校 

②平成２４年１１月１６日（金）会場：加茂市立須田中学校 



平成２４年度 各郡市の研究活動報告（南蒲・田上町） 

      会 長 目黒  隆  

副会長  山川 幸治 

評議員  目黒 隆 

１ 研究活動の方針 

(1) 子供や時代の課題から 

   田上の子は田上で育てるという目標に向かって「田上の 12 ヶ年教

育」を策定し、その具体的化に向けて教職員相互の緊密な連携を図る

とともに、教職員の資質向上に資する事業を行う。  

(２)地域の特性から 

全会員が所属する教科・領域のＡ部会とその他の分掌部会のＢ部会

を構成し、研究活動を推進する。 

 

２ 研究活動の実際    

 (1) 研究活動の組織について 

    総会、評議員会（各校の校長・教頭・教務・研究主任）、部長・副

部長会を置き、年間計画に基づいて各事業についての調整等を図る。 

(2) 各組織の活動について 

    Ａ部会（教科・領域部会）は、原則年間３回の研修の場を設定し、

講演会や実技指導等の実施及び各校の授業公開を通して指導力の向上、

指導計画の充実等を図る。Ｂ部会（他の分掌部会）は、必要に応じて

適宜部会を設定し、多様な研究活動及び情報交換を実施する。  

(3) 研究刊行物について 

田上町教育研究協議会の委託事業として「田上の教育」を年１回発

刊する。 

（4）幼・小・中の連携の推進 

○田上町研究協議会として幼・小・中の連携を探るために幼・小では

アプローチ・スタート・カリキュラムを作成し、小１プロブレムの理

解をめざしている。更に小・中の連携を深めるために、算数、数学科

と外国語(英語)の指導案を小・中協働で作成し授業改善に取り組んで

いる。 

 (5) その他 

  特別支援教育研究会参加 

  平成２４年１１月２９日（木）中越地区特別支援教育研究大会 

 


